


鎌倉市次世代育成支援に関する行動計画の策定のための市民会議


― まとめ ―




		１．基本理念について

		意 見 ・ 要 望



		

		・イメージ図には、市と地域住民の間に、「協働・協力」に加えて、「支援」を入れる。


・理念のフレーズはよいと思う。①


・基本理念で、「まち」と「鎌倉」を重ねて使うのが、気になる。①


・イメージ図は矢印で示すのではなく、「子ども・家族」を中心に、それを周囲が支えていくという同心円的な形にするほうが、「支援」「協働」「協力」のイメージがより的確に伝わる。①


・「子ども・家族」が一方的に支援を受けるのではなく、地域と相互に支え合う形がよい。①


・イメージ図は、「子ども・家族」と「地域」との相互性を強調する方がよい。②


・子育ての大変さだけが強調されているところがある。②


・子どもを産んでからのことだけではなく、これから子どもを産もうとする人を支援することの重要性を、もっと強く打出してほしい。②


・まず、社会環境を整えて、安心して子どもを産み、産んだ後は健やかに育てよう、ということが明確になるとよい。②








		２．基本的視点について

		意 見 ・ 要 望



		（１）基本的視点１について




		・基本的視点１については、子ども自身が自分が大切にされている、という実感をもてるようにすることが重要である。①



		（２）基本的視点２について




		・子育ての不安をやや強調している面はあるが、「親が責任をもって育てる」という基本さえしっかりしていれば、家庭と地域で「ともに育てる」という視点は強く打出したい。②


・家庭を子育ての基本とする考え方は大切である。②


・子どもを育てる前に、親を育てることが重要である。②






		（３）基本的視点３について

		





		３．基本目標について

		意 見 ・ 要 望



		（１）基本目標１について

		・子どもが転がっても安全な、清潔な場所がほしい。そうした場所の利用料金を軽減したり、場所の確保をしてほしい。①


・児童館、児童クラブの増設や児童クラブ定員の増員を考えてほしい。①


・子育てには、何といっても経済的支援が重要である。①


・地域の子育てという点では、高齢者と子どもが、交流できる場を拡充してほしい。①


・地域全体で、子どもを健やかに育てていくためには、地域の人々が、うまく子どもを「ほめる」ということも重要である。①


・地域の人々が、積極的に子どもに声をかけていくことが必要である。①


・地域の高齢者等に、積極的に子育て支援に関わってもらうのがよい。①


・地域の人間関係が希薄化する中にあって、地域の人々にどう子育て支援に関わってもらうかが課題である。①


・国の指針を踏まえた基本目標の設計になっているが、「鎌倉らしさ」を出すためには、独自の順番にすることもあってよい。②


・主要課題の一番めに、「経済的支援」をもってくる方がよい。調査でも、最も要望の高かった点である。②


・保育サービスの充実と多様化を強く望んでいる。②


・地域のサービスの提供主体がやや曖昧である。②


・地域のサービスは、地域の人々にとって、公平、公正なものでなければならない。②


・この目標を重視したい。②


・どの目標も重要だが、地域の皆で子どもを育てるという目標を最重点にして、施策を展開してほしい。②


・経済的支援を重点としてほしい。②








		（２）基本目標２について

		・障害のある子どもを、すぐ発見できるような体制づくりが重要である。①






		（３）基本目標３について




		・基本的視点１と、内容が矛盾するように思う。この部分は、「子どもが心身とも健やかに育ち、発達していけるための環境の中で、個性豊かに主体的に生きる力を身につける」という内容となるべきではないか。子どもの育つ権利に重点をおくべきである。①


・鎌倉らしさを、強く打ち出してほしい。①


・この目標を重視したい。②






		（４）基本目標４について




		・横浜市に比べて、公園の整備が遅れており、子ども遊び場が乏しい。②






		（５）基本目標５について

		・仕事と子育ての両立の推進に力を入れてほしい。①


・この目標を重視したい。②






		（６）基本目標６について

		・地域の人々の力を有効に活用する、という視点を入れてほしい。①


・鎌倉には街灯が少ないように思うので、子どもが、夜安心して歩けるようにしてほしい。②






		（７）基本目標７について




		· 「虐待する親」という表現を、少し柔らげられないだろうか。①


・子育てに深い知識や力量をもった専門家を配置する必要性を、盛り込んでほしい。①






		（８）全体について

		・目標事業量については、基本目標や課題とリンクした形で、盛り込んでほしい。①








①大船地域  レイ・ウェル集会室  平成１６年１０月１６日（土） 午後１０時～１１時３０分



②鎌倉地域  講堂                平成１６年１０月１６日（土） 午前１４時～１５時３０分







経済的支援の充実については、策定指針には示されていませんが、鎌倉市独自に主要課題として柱立てし、さらに重点課題として取り上げるよう検討しています。







イメージ図については、最終的な内容に合わせて検討・修正していきます。







主要課題については、原則、策定指針に即していますが、優先順位をつけてはおりません。







・「虐待してしまう親」としました。



・専門家の配置については、個別の事業の中で対応していきます。







子どもの成長を期待し、そのための支援と環境の整備を進めていくことを基本目標としています。







リンクする方式としています。
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